





Practice of Building a Community-Based Integrated Care System in Kawasaki
Ryoko Kuroiwa
























































































































検討協議会の委員会は 2015 年 3 月までの間に
計 3 回 実 施（2014 年 5 月 12 日、2014 年 8 月 20


























1 学識経験者 11 川崎市福祉サービス協会
2 学識経験者 12 川崎市障害福祉施設事業協会
3 川崎市医師会 13 川崎市社会福祉協議会
4 川崎市歯科医師会 14 川崎市全町内会連合会
5 川崎市看護協会 15 川崎市民生委員児童委員協議会
6 川崎市薬剤師会 16 川崎市認知症ネットワーク
7 川崎市病院協会 17 社会福祉法人（障害者施設）
8 川崎市介護支援専門員連絡会 18 株式会社（小規模多機能型施設）
9 川崎市介護老人保健施設連絡協議会 19 株式会社（セブンイレブンジャパン）





































































































































































































































「チーム・たま」は 2013 年 9 月 26 日に、多摩
区医師会会長中村健医師の発起により全 11 団体
の代表者が集まり、第一回代表者会議を開催して



















































2014 年 4 月 30 日の第二回代表者会議で実施の詳
細が決められ、5 ～ 6 月にかけて実施、役員会に
て 7 ～ 9 月に集計・分析された。
































属し、月 1 ～ 2 回ペースでの会議が開催されて
いった。
その後、「チーム・たま」は積極的に活動を続




























































































































写真 1　第 3 回　10 月 10 日のグループタイム
出所　多摩★まち大学ＨＰ











































日時 テーマと講師 場所 参加者
8 月 29 日（土）






多摩区役所 約 50 名強
9 月 24 日（木）
10 時～ 12 時
「地域でシニアライフを 2 倍 3 倍楽しむヒントを探ろう！」
東京都健康長寿医療センター研究所　藤原佳典氏による講演、グ
ループワーク
多摩区役所 約 50 名強
10 月 10 日（土）









11 月 7 日（土）
13 時 30 分 ～
16 時
「地域の暮らしを楽しくするつながりをつくろう！」
多摩区地域健康福祉課富澤氏による 1 ～ 3 回までの振り返り、同
課松島氏による多摩区の取組紹介、地域住民 2 名による活動発表、
グループワーク、日本女子大学　黒岩氏によるまとめ
多摩区役所 約 40 名
12 月 10 日（木）
10 時～ 12 時
「振り返り茶話会」
グループワーク








したボランティア学生 7 名（応募は 9 名で当日出






















































































































































































2 ） 2016 年 3 月には第 3 回の市民講座が開催された。
3 ） 2016 年 4 月から、川崎市では各区の保健福祉セ
ンターの中に「地域みまもり支援センター」を設
置し、保健師等の専門職による個別支援と地域づ
くりを一体的に推進することとした。
